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【講演者】 山本（前田）万里（やまもと（まえだ） まり） 

＜Summary＞ 

 2015年4月に施行された消費者庁機能性表示食品制度の概要（事業者自らの責任、販売６０日前の届出制、ヒト

試験によるエビデンス、健康の維持増進にかかる機能性表示、十分な食経験） 

 機能性農林水産物・食品開発の現状と野菜の機能性 

 機能性表示制度における農産物特有の課題とその対応 

 今後の機能性農産物の開発方向 

・1986年 千葉大学園芸学研究科修士（農芸化学）。農学博士。日本茶インストラクター。
同年農林水産省入省。中国農業試験場、野菜茶業試験場、2002年 野菜茶業研究所
製品開発研究室長。2006年 野菜茶業研究所茶機能解析研究室長、2011年 野菜茶
業研究所上席研究員（中課題推進責任者）を経て、2012年より現職。消費者庁機能性
表示食品の関与成分の取扱い等に関する検討会委員。 
・主に、茶の機能性解明とそれを利用した製品開発に従事。 
・2013年内閣府産学官連携功労者表彰農林水産大臣賞、2016年日本農芸化学会技
術賞受賞。 
・最近は、農水省革新的技術展開事業や委託プロジェクトで、機能性農産物のヒト介入
試験による効果の実証を行うとともに、機能性表示農産物について各産地での取り組
みを支援している。 

 

  ≪講演②≫ 
   「農産物の機能性と機能性表示制度の活用」 

９ 
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ガイドライン（機能性）（消費者庁）

●PRISMA声明
(Preferred Reporting Items for Systematic Reviews and 
Meta-Analyses)

★系統的レビュー・メタアナリシス報告の標準化を目的とした指針
システマティックレビュー(SR)やメタアナリシス（MA)の報告の質の向
上のために、従来のQUOROM（The Quality of Reporting 
Reporting of Meta-Analyses) 声明から、2009年新たに改良し
て発表された声明

チェックリスト項目
構造化抄録、目的（参加者［participant］、介入［intervention］、比較
［comparison］、アウトカム［outcome］、研究デザイン ［study design］の
PICOS形式で提供）、プロトコールと登録、適格基準、検索、バイアス、リスク、資金
源 等
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ガイドライン（表示の範囲：消費者庁）

●疾病に罹患していない者の健康の維持及び増進に役立
つ旨又は適する旨を表現するもの
① 容易に測定可能な体調の指標★の維持に適する又は改善に
役立つ旨
② 身体の生理機能、組織機能の良好な維持に適する又は改善
に役立つ旨
③身体の状態を本人が自覚でき、一時的な体調の変化（継続
的、慢性的でないもの）の改善に役立つ旨

★部位表現も可能、医学的及び栄養学的な観点から十分に評価され、広
く受け入れられている評価指標を用いる。主観的な指標によってのみ評価
可能な機能性の表示も対象となり得るが、その指標は日本人において妥
当性が得られ、かつ、学術的に広くコンセンサスが得られたものとする。
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ガイドライン（表示の範囲：消費者庁）

●機能性表示
１）最終製品を用いた臨床試験で説明
「本品にはＡ（機能性関与成分）が含まれるので、Ｂの機能があります
（機能性）。」
２） 最終製品に関する研究レビューで説明
「本品にはＡ（機能性関与成分）が含まれ、Ｂの機能があること（機
能性）が報告されています。」
３）機能性関与成分に関する研究レビューで説明
「本品にはＡ（機能性関与成分）が含まれます。AにはＢの機能がある
こと（機能性）が報告されています。」
４）特定の食事に追加して摂取することで機能性が期待できるようなもの
については、前提となる食事について表示する場合
「本品は○○を△mg含みますので、魚介類を□g/日程度（日本人の
平均摂取量）摂取している方の××に役立ちます。」
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ガイドライン（容器包装表示）（消費者庁）

●摂取の方法
機能性の科学的根拠に関する情報を取得した摂取の方法（例：
科学的根拠に基づく摂取時期、調理法等）を表示する。
●表示禁止事項
１）疾病の治療効果又は予防効果を標榜する用語
（例）「花粉症に効果あり」、「糖尿病の方にお奨めです」、
「風邪予防に効果あり」

２）機能性関与成分以外の成分（食品表示基準別表第９の第１欄に
掲げる栄養成分を含む。）を強調する用語
（例）○○たっぷり、△△強化、◇◇（届け出た機能性関与成

分以外の成分）のパワー）
３）消費者庁長官の評価、許可又は承認を受けたものと誤認させる
ような用語
（例）「消費者庁承認」、「消費者庁推奨」、「消費者庁長官

許可」
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ガイドライン（容器包装表示）（消費者庁）

● 一日当たりの摂取目安量当たりの機能性関与成分の
含有量
（例：機能性関与成分 ○○（機能性関与成分名）
△△g）。
消費期限又は賞味期限（生鮮食品の場合は販売期間）を通
じて含有する値を機能性関与成分を表示
→生鮮食品や単一の農林水産物のみが原材料である加工食
品（乾しいたけ、煮干し、押麦、果汁100%ジュース、緑茶など）
で・・・・
どうしても表示値を下回る可能性がある場合は、「○○（機能性関与

成分）の含有量が一定の範囲内に収まるよう、栽培・出荷等の管理を実
施しています。しかし、△△は生鮮食品ですので、◇◇（バラツキの要
因）などによって、○○（機能性関与成分）の含有量が表示されている
量を下回る場合があります。」等の注意書きを付す
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申請手続き

①機能性関与成分の科学的根拠収集（臨床試験、研究
レビューの実施）→ヘルスクレームの決定
②機能性関与成分の食経験把握
③機能性関与成分のバラツキ把握→下限値（表示値）の
設定

④機能性関与成分から見た賞味期限、消費期限の設定
や最適摂取法の確定
⑤包装容器表示、デザインの確定、成分分析
⑥申請書類作成
⑦お客さま窓口、HPの整備
⑧発売予定日60日前までに消費者庁に届出
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ガイドライン（公告）（消費者庁）

●機能性表示食品の広告における留意点
➢届け出た表示内容の範囲を超える表示しないこと
（機能性関与成分以外の成分を強調する用語を用いな
い等）＝＞POPもOK
➢医薬品や特定保健用食品と誤認されないように必要な
事項を表示すること（疾病の診断、治療、予防を目的と
したものではない等）

景品表示法及び健康増進法に留意する。

機能性表示食品の広告等に関する主な留意点(H27.6.19)
23



2016年7月12日現在 消費者庁HPから機能性表示食品(A310-B35まで）6品目撤回
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表示される機能性 機能性関与成分 科学的エビ
デンス

生鮮
食品

加
工

サプ
リ

内臓脂肪を減らすのを助け、高めのBMIの改善に
役立つ、おなかの脂肪を減らす

ラクトフェリン、キトグルカン、葛花イソフラ
ボン(ﾃｸﾄﾘｹﾞﾆﾝ）、グラブリジン、ローズ

ヒップティロリサイド、酢酸、ガセリ菌、
EGCG、リンゴプロシアニジン,CP1563

臨:8、SR：
56

０ ４１ ２３

食事から摂取した脂肪の吸収を抑えて排出を増
加させ、糖の吸収をおだやかにするため、食後の
血中中性脂肪や血糖値の上昇をおだやかにする

難消化デキストリン、小麦アルブミン、サ
ラシノール、5-アミノレブリン酸リン酸塩、
キトサン、松樹皮由来プロシアニジンB1

臨：3、SR：
42

０ ３７ ８

中性脂肪を減らす、LDLコレステロールを下げる、
HDLコレステロールを上げる

モノグリコシルヘスペリジン、EPA/DHA、β-
グルカン、プロシアニジンB1、リコピン、ポ

リデキストロース、キトサン、ギムネマ、桑、
ターミナリアベリリカ由来ポリフェノール

臨：5、SR：
38

０ ２６ １７

血圧が高めの方の血圧を正常に維持するのを助
ける

ラクトトリペプチド、バリルチロシン、γ-グ
ルタミル-S-アリルシステイン、カカオフラ
バノール、α-リノレン酸,GABA、わかめペ
プチド、酢酸、ピペリン、リコピン

臨:5、SR：
25

０ ２２ ８

腸内フローラを良好にし、便通を改善する ビフィズス菌ロンガム種、ビフィズス菌
BifiX、デキストリン、ビフィズス菌BB36、難
消化デキストリン、ゲンクワニン配糖体

臨：1、SR：
33

０ ２８ ６

肌の水分保持に役立ち、乾燥を緩和する ヒアルロン酸Na、米,lこんにゃくグリコシル
セラミド、N-アセチルグルコサミン

臨：0、SR：
24

０ ７ １７

目の黄斑部の色素量を維持する、手元のピント調
節機能を助ける、目のコントラスト感度を改善

ルテイン、アスタキサンチン、ゼアキサン
チン、シアニジン-グルコシド、ビルベリー
由来アントシアニン、クロセチン

臨：1、SR：
31

０ ３ ２９

夜間の健やかな眠りをサポートする、日中の眠気
の改善

テアニン、グリシン、L-セリン、清酒酵母
GSP6

臨：2、SR：
10

０ ２ １０

SR:システマティックレビュー



機能性表示食品(A310-B35まで）6品目撤回
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表示される機能性 機能性関与成分 科学的エビ
デンス

生鮮
食品

加
工

サプ
リ

膝関節の曲げ伸ばしを助ける、膝関節の違和
感の緩和、腰の不快感の軽減

コラーゲンペプチド、グルコサミン塩酸
塩、非変性II型コラーゲン、S-アデノシ

ルメチオニン、テアニン・ピぺリン・クレ
アチン・プロテオグリカン

臨：3、SR：
10

０ ０ １３

日常の生活で生じる身体的な疲労感を軽減す
る、一時的な精神的ストレスを緩和する

テアニン、GABA、イミダペプチド、還元
型コエンザイムQ10、ライチポリフェ
ノール、セサミン

臨：2、SR：
15

０ ４ １３

ハウスダストやほこりなどによる目や鼻の不快
感を軽減する

メチル化カテキン 臨：1、SR：
1

０ ２ ０

骨代謝のはたらきを助けることにより、骨の健
康に役立つ

β-クリプトキサンチン、大豆イソフラボ
ン

臨：1、SR：
11

３ ６ ３

認知機能の一部である記憶（知覚・認識した物
事の想起）の精度を高める

イチョウ葉フラボノイド配糖体、イチョ
ウ葉テルペンラクトン、DHA

臨：0、SR：
7

０ ３ ４

気温や室内温度が低い時などの健やかな血
流（末梢血流）を保ち、体温（末梢体温）を維持
する機能がある

モノグリコシルヘスペリジン、６－ジン
ゲロール

臨：0、SR：
3

０ ３ ０

肝機能酵素（ＧＯＴ、ＧＰＴ、γ－ＧＴＰ）に対して

健常域で高めの数値の低下に役立ち、健康な
肝臓の機能を維持する

クルクミン 臨：１、
SR：0

０ ０ １

加齢によって衰える筋肉の維持に役立つ筋肉
をつくる力をサポートする

ロイシン 臨：0、SR：
2

０ １ １

SR:システマティックレビュー

2016年7月12日現在 消費者庁HPから



★農産物の場合、品目毎に２種類の表示品が想定される。
１．機能性関与成分が通常の品種より多い高含有品種の場合
品種を明示して、設定した含有量を担保する。
例）カンキツ 西南のひかり（β-クリプトキサンチン）

２．普通に生産されている品種であるが、栽培条件、産地、収穫
時期により機能性関与成分が高まることが明らかな場合、高
含有になった生産物をプレミアム農産物として表示し、含有量
を担保する。
例）寒締めホウレンソウ（ルテイン）

農林水産物機能性表示
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・手炒り時代からの言われ
・いろんな釜炒り茶がある（多様化）



機能性表示生鮮食品での問題点

●生鮮食品は機能性関与成分含量がばらつく
＝＞厳密な生産・出荷管理、全数検査機器開発が

必要

●健常者での有効性をどう実証するのか
＝＞生鮮食品独自の臨床試験プロトコールが必要

●消費者の一品目一丁食いをどう食い止めるのか
＝＞食品の組み合わせ複合効果に関する研究推

進と幼児期からの食育が必要



農林水産物のサンプリング・分析について

農林水産物の成分の含有量にはバラツキが発生。

事業者は、「一日摂取目安量及び関与成分の含有量」の表示に際して、表示
する農林水産物の一定の単位で、成分の含有量を測定することが必要。

農林水産省は、事業者の円滑な対応が可能となるよう、以下のとおり取り組
む。

－サンプリング・分析に関する参考的な手順の公表

－事業者からの相談に対応

＜サンプリング・分析の基本的考え方＞
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含有量のバラツキ要因の調査

調査を踏まえたサンプリング・分析
手法の決定

バラツキ要因

品種、栽培（飼養）管理、産地、収穫時期、
加工法 等

留意事項

 表示含有量の担保 (統計的アプローチ）
 分析コスト/負担の軽減
 分析精度の確保、分析機関の実施可能

性も考慮



データ収集技術小委員会スケジュール

平成27年１月19日 第１回データ収集技術等小委員会

平成27年３月4日 第２回小委員会
（想定している議題）

１．参考手順書（総論）のとりまとめ

２．品目別手順書の検討スケジュール 等

平成27年４月22日 第3回小委員会

平成27年４月1日 食品の新たな機能性表示制度スタート

平成27年８月２４日 「機能性表示に向けた技術的対応」の公表
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１．成分濃度の規格設定と届出後のモニタリング検査
①届出前のデータ収集
（変動要因である、品種、産地、生産者、栽培条件、栽培期間はで
きるだけそろえる）

★試料はランダムに採取、均一な分析試料の作成
★妥当性確認された分析法で分析

生鮮食品やその簡易な加工食品の表示のため
に －取り組むべき事項－
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・手炒り時代からの言われ
・いろんな釜炒り茶がある（多様化）



１．成分濃度の規格設定と届出後のモニタリング検査
①届出前の規格設定

★エビデンスから有効な機能性関与成分量を算出し、一日摂取目安
量当たりの成分含有量として、
「下限値」か「下限値～上限値」を表示
■下限値表示例： 「成分名」・・・1.0mg以上（平均値

2.0mg)

★成分濃度の個体差が大きい場合は、品種、地域、栽培法などを限
定する。

生鮮食品やその簡易な加工食品の表示のため
に －取り組むべき事項－

32

【産地を問わな
いデータ】

0.79～2.4mg ＞ ＞
【特定の県にお

けるデータ】
0.96～2.2mg

【その県の特定
のブランドの

データ】
1.7～2.2mg

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・手炒り時代からの言われ
・いろんな釜炒り茶がある（多様化）



１．成分濃度の規格設定と届出後のモニタリング検査
①届出前の規格設定（一日摂取目安量当たりの成分含有量の求め方）

★取得したデータからヒストグラムを作成し、正規分布であることを確認
★表示しようとする生鮮食品に含まれる成分濃度の範囲（許容区間）を
推定
★計算された平均値や許容区間の上限値、下限値について、有効数字
を考慮して端数処理し、実際の表示値（規格）を設定
=>農水省HP掲載のエクセルファイルで計算

http://www.s.affrc.go.jp/docs/kinousei_pro/reference.htm
FFCcalculator.xlsm

★1日摂取目安量がミカン3個であれば、
3個に含まれる成分合計量をエクセル
ファイルを使って計算して表示

生鮮食品やその簡易な加工食品の表示のため
に －取り組むべき事項－
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・手炒り時代からの言われ
・いろんな釜炒り茶がある（多様化）

http://www.s.affrc.go.jp/docs/kinousei_pro/reference.htm


１．成分濃度の規格設定と届出後のモニタリング検査
②届出後の成分濃度のモニタリング

★収穫時期、生産者、同一生産者の異なる圃場で30点以上分析
★圃場による影響が少ないことがわかっている場合は、収穫時期、生
産者の2要因で、収穫期５、生産者３で15点という分析を実施

★分析データの平均値、標準偏差等から成分濃度の表示値（下限値）
を下回る食品の割合を推定

=>農水省HP掲載のエクセルファイルで計算
http://www.s.affrc.go.jp/docs/kinousei/○○○ .htm

生鮮食品やその簡易な加工食品の表示のため
に －取り組むべき事項－

34

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・手炒り時代からの言われ
・いろんな釜炒り茶がある（多様化）



１．成分濃度の規格設定と届出後のモニタリング検査
②届出後の成分濃度のモニタリング

★「規格設定時に表示値を下回ることを許容した食品の割合」（集団カバー率を
0.95としたときの許容の割合は5%)に比べて、「表示値を下回ると推定される食品の
割合」が2倍を超える（10%以上）ときは、成分濃度の分布が著しく異なると判断

生鮮食品やその簡易な加工食品の表示のため
に －取り組むべき事項－
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・手炒り時代からの言われ
・いろんな釜炒り茶がある（多様化）



２．生産方法の改善と品質管理
②集出荷等の出荷段階における管理方法
（例）非破壊分析による成分濃度の測定または代替指標の測定を選
別ラインで行い、成分濃度が高いものたけを表示の対象にする

生鮮食品やその簡易な加工食品の表示のため
に －取り組むべき事項－

36

ウンシュウミカンのβ-クリプトキサンチン含有量は糖度と相関が高い

静岡県柑橘試成果情報200110.5=>

0.95-1.6mg

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・手炒り時代からの言われ
・いろんな釜炒り茶がある（多様化）



野菜・果物の摂取状況

37

６８．３ｇ
不足

６７．７ｇ
不足
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野菜の摂取状況

平成25年
米国：123kg
日本：102ｋｇ
（280g/日）



野菜はビタミン・ミネラルの給源

39厚労省「日本人の食事摂取基準」(2010)



野菜は何に良いの？

40

★野菜・果物が、脳卒
中や虚血性心疾患、
がんのリスクを低下さ
せるとする疫学的研
究が多く発表されて
いる

★WCRF(世界がん研
究基金)とAICR(米国
がん研究財団)・・・、

非デンプン性の野菜
は口腔・咽頭・喉頭が
ん、食道がん、胃が
んの発がんリスクの
低下に“ほぼ確実”と
報告

WCRF/AICR The Expert Report 2007



野菜の機能性

41



野菜の機能性（ルテイン）

42

★高齢男女 (60～80歳) 4,519名を対象とした症例対照研究に

おいて、食事からのルテイン、ゼアキサンチン摂取量が多いと
加齢黄班変性の発症リスクが低かった。Arch Ophthalmol.
2007 125(9):1225-32

★健康な45歳以上の女性35,551名を対象としたコホート研究に
おいて、ルテイン、ゼアキサンチン、ビタミンEの摂取量が多いと
平均10年後の白内障発症リスクが低かった。Arch Ophthalmol.
2008 126(1):102-9

★コホート内症例対照研究において、血液中のルテイン濃度
が高いと乳がんの発症リスクが低下する可能性を示した。
Cancer Epidemiol Biomarkers Prev. 2002 11(5):451-7















































プレゼンター
プレゼンテーションのノート





プレゼンター
プレゼンテーションのノート















実際の機能性表示(A105)
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3mg βクリプトキサンチン/日



抗菌作用

アレルギー予防

免疫賦活作用
インフルエン
ザウイルス複
製抑制

メチル化カテキン、
EGCG，EGC、
ストリクチニン

茶葉中ポリフェノールの機能性

食後血糖上昇抑制

脂質代謝制御

抗ガン & 腫瘍
抗酸化作用

73



メチル化カテキン含有量の品種間差

0 0.5 1 1.5 2 2.5

0 5 10 15 20 25 30

ふうしゅん

さえみどり

さやまかおり

やぶきた

めいりょく

かなやみどり

おくむさし

ゆたかみどり

しゅんめい

りょうふう

おくみどり

やまとみどり

べにひかり

青心大ぱん

大葉烏龍

べにほまれ

べにふじ

べにふうき

メチル化カテキン（EGCG3"Me,%dw)

総カテキン量（％ｄｗ）

カテキン含有量の品種間差

総カテキン(％dw)
EGCG3"Me(%dw)
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べにふうき緑茶の臨床試験（通年性鼻炎）

被験者：ダニを主体とする通年性アレルギー性鼻炎の症状を有し、抗アレルギー剤を服用していない境
界領域の者（７５人）

試験飲料：１本３５０ｍＬの茶飲料“べにふうき”緑茶は１本に１７ｍｇのメチル化カテキンを含有する。
スケジュール：前後の観察期間は４週間

症状の把握：日本アレルギー学会診療ガイドライン案に沿って作成したアレルギー日誌に被験者自ら症
状の程度を記録（主観的スコア）

後観察前観察 飲用Ⅰ 飲用Ⅱ 飲用Ⅲ 飲用Ⅳ

← 試験飲料を１日２本×１２週間摂取 →

０ ３ ６ ９ １２週

75

日本食品素材研究会誌,2005
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鼻症状 くしゃみ発作スコア 眼症状

■べにふうき（３８名） ●やぶきた（３７名） ** p<0.01, * p<0.05 vs “やぶきた”,  ## p<0.01, # p<0.05 vs “前”
やぶきた緑茶はメチル化カテキンを含有しない一般的な緑茶であり、総カテキン、カフェイン含量はべにふうき緑茶と同等。
スコアは値が大きいほど症状がひどいことを表す。スコアは”鼻アレルギー診療ガイドライン（第5版）”および医師の診断基準に基づ
き、0点（症状なし）～4点（最重症）の5段階で評価した。鼻症状はくしゃみ、鼻汁、鼻閉、眼症状は目のかゆみ、流涙の症状を表す。
前：飲用前、I:飲用0～3週間、Ⅱ:飲用4～6週間、Ⅲ:飲用7～9週間、Ⅳ:飲用10～12週間、後：飲用終了後
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べにふうき緑茶の臨床試験（スギ花粉症）

目の症状悪
化抑制のた
めには１日
34mg以上の
メチル化カテ
キンを含む
べにふうき緑
茶を飲用す
ると良い。

Masuda S.; Allergology International, 63,(2), 211-217, 2014 76

被験者：スギ、ヒノキ花粉を主体とする季節性アレルギー性鼻炎有症者、抗アレルギー剤を
ｓ服用していない者（７６人）



メチル化カテキンは緑茶カテキン受容体を介した高親和性IgE受容体発現の
抑制ならびにヒスタミン放出阻害を通じて抗アレルギー作用を発揮する

Maeda-Yamamoto M; J. Immunology, 172(7):4486-4492 (2004)
Fujimura Y;Biochem Biophys Res Commun. 364(1):79-85(2007) 

メチル化カテキンの作用メカニズム
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機能性表示食品 （届出番号A67番）

べにふうき緑茶ティーバッグ
届出表示：
本品には、メチル化カテキンが含まれ
ます。メチル化カテキンは、ハウスダス
トやほこりなどによる目や鼻の不快感
を軽減することが報告されています。

本品は、事業者の責任において特定の保健の目的が期
待できる旨を表示するものとして、消費者庁長官に届出
されたものです。ただし、特定保健用食品とは異なり、消
費者庁長官による個別審査を受けたものではありません。

加工食品の実際の機能性表示（表）
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1日当たりの摂取目安量当たりの栄養成分及び熱量（9gあたり（）内は抽出後）
エネルギー 35kcal(6kcal) たんぱく質 2.3g(0ｇ) 脂質 0.2g(0ｇ)
炭水化物 5.9g(1.5ｇ) 食塩相当量 0g(0ｇ)

１日当たりの摂取目安量当たりの機能性関与成分の含有量：機能性関与成分 メチ
ル化カテキン（エピガロカテキン-3-O-(3-O-メチル)ガレート） 34mg/３包（抽出後）

１日当たりの摂取目安量：3包（９ｇ）

保存の方法：高温多湿を避け冷暗所に保管し、移り香に注意してください。

摂取の方法：大きめのマグカップにティーバッグを１包入れ熱湯を150ml～180ml注い
で、２分間ティーバッグを上下によく振って抽出し、冷ましてお召し上がりください。抽
出後は、速やかにティーバッグを取り出してください。
摂取する上での注意事項：食生活は、主食、主菜、副菜を基本に、食事のバランスを。本品
は、疾病の診断、治療、予防を目的としたものではありません。疾病に既に罹患している人、
未成年者、妊産婦（妊娠計画中の者を含む。）及び授乳婦を対象に開発された食品ではあ
りません。疾病に罹患している場合は医師、医薬品を服用している場合は薬剤師に相談し
てください。体調に異常を感じた際は速やかに摂取を中止し医師に相談してください。空腹
時に摂取すると胃が痛くなることがあります。空腹時に摂取すると胃が痛くなることがありま
す。本品はカフェインを通常の緑茶と同様に含んでいますのでカフェインで眠れなくなる方
は夕方からの飲用を避けて下さい。

事業者名：△△
お問い合わせ先：○○
機能性や安全性に関する詳しい情報： URL
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加工食品の実際の機能性表示（裏）



べにふうき緑茶ペット機能性表示（A69）
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届出表示：

本品には、メチル
化カテキンが含
まれるので、ほこ
りやハウスダスト
による目や鼻の
不快感を緩和し
ます。



機能性成分を効率的に抽出できる
給茶機の開発

抽出条件の違いによる茶浸出液
中機能性成分量の変動

・茶葉中カテキン類、テアニン等機能性成分を、茶品種、茶葉量、抽出温度を変化させること
で、簡易かつ効率的に抽出しうる（表１）給茶機をホシザキ電機（株）と開発した（写真）。

・事業所等に設置し連続飲用することで健康維持増進に寄与する。
・粉末茶を使用するため、リーフ茶の需要拡大につながる。 給茶器「RＩＣＨ+」
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べにふうき さえみどり ゆたかみどり
茶葉量g 1.9 1.7 1.5
温度℃ 94 65 10

攪拌時間sec 20 20 30
成分値(mg/120ml)

カフェイン 46 47 15
総カテキン 205 116 67

メチル化エピガロカ
テキンガレート
(EGCG3"Me)

15.4 0.2 0.4

メチル化エピカテキ
ンガレート

(ECG3"Me)
3.2 0.4 0.2

テアニン 1.9 20.4 4.2
エピガロカテキン

(EGC) 54.4 41.5 39.1

エピガロカテキンガ
レート(EGCG) 92.6 52.5 15.7

EGC/EGCG 0.6 0.8 2.5

　　　　　　品　種　名

２０１４．５から発売開始
山本（前田）万里、日本食品科学工学会誌、2014
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生鮮食品の実際の機能性表示（A80）

2015.9.7に受理（A80)
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生鮮食品の実際の機能性表示（A206）
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加工食品の実際の機能性表示（A123）
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加工食品の実際の機能性表示(A49)

大麦β-グルカンには糖質の吸収を抑える、血

中コレステロールが高めの方の血中コレステ
ロールを低下させる、おなかの調子を整える
機能があることが報告されています。

βグルカン 3g/150g
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加工食品の実際の機能性表示(A114)

γ-アミノ酪酸（GABA）には血圧が高めな方に適
した機能があることが報告されています。

GABA 10mg/150g
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加工食品の実際の機能性表示(A106)

リコピン22mg/日
HDLコレステロールを増加
させる効果







機能性農産物を上手に使って元気に！
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健康で活力ある超高齢化社会
サクセスフルエイジングへ！
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